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文字チャッ トにおける英文の誤用について

鈴 木 右 文

1導 入

筆者は、2000年 度 か ら2006年 度前期 にかけて、PCの キーボー ドか ら

の文字入力 によるオ ンライ ンコ ミュニケーシ ョンを利用 した英語対話演

習授業を実践 してきた。本稿は、こ うした文字チ ャッ トによる英語対話演

習で残 された対話 ログに見 られ る誤 りを抜 き出 して整理することと、文字

チャッ トに特徴 的なものを選び出 して指導 に活かす ことを 目的 とす る。

なお本稿は、平成17-18年 度の科学研 究費補助金基盤研究(C)「 即時的

文字チャ ッ トで英語学習者が産出す る英文 の特徴 と改善点に関する研究」

(課題番号17520382)に よる支援 を受けてい る。

2使 用 したチャ ッ トシステム

使用 したチ ャッ トシステ ムは、3次 元仮想 空間チ ャッ トシステムで、仮

想空間内でユーザの化身であるアニメーシ ョンキャラクタ(ア バ タ)を 操

り、出会 った相手、もしくは教員 に割 り与え られた相手 と文字べ一スの対

話 を交わす ものである(http:〃www.3d-ies.comを 参照)。2006年11月

24日(午 後11:00-11:30)にNHK総 合テ レビで放映 されたf英 語で しゃ

べ らナイ ト」で も登場 した。

3観 察対象の授業

本稿 で考察対象 とす る対話 のログは、2005年 度 後期 経済学部2年 と

2006年 度前期工学部2年 のイ ンテ ンシブ英語演習IIの ものである。 前者

は25名 程度 、後者 は8名 程度で実施 された選択必修少人数制 の演習で、

幾つか用意 された授 業の中か ら自身 の好みに応 じて選択す るものである。

前者は希望者が多 くて抽選 となったのに対 し、後者 は定員以下の希望 しな
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かった上、能力別 クラス編成のため、工学部生の うち成績 が上位約5割 の

者だけが選択す ることを許 された。本稿 ではこれ らの授業において受講者

が残 したログを観察対象 としたが、紙数の都合で、それ らをすべて掲 出す

ることはで きない。しか し観察 の際 には、すべてのログを吟味 し、該 当す

る事項 をほぼ網羅的に抽 出 した。但 し、英文 としての誤 りの種類別に整理

した ものの、どのカテゴ リーに当た るのか とい う点 と、発せ られた英文1

つ1つ が誤 りに該 当するか ど うかの判断については、主観が入 っているこ

とを否定できない。

なお、2005年 後期 の授 業については、大学英語教育学会授業学研 究委

員会編著による2007年 刊行 のDVD付 書籍 『高等教育にお ける英語授業

の研究 授業実践例 を中心に』(松 柏社)に 動画付きで紹介 されている。

4観 察 され た不具合 と指導 ポイ ン トの考察

観察 された不具合の項 目を整理 したものは以下の とお りである。スペー

スの関係で、観察例は必要 と思われ る箇所 だけに付す こととしているので、

全体像 は本稿 のもとになっている科研費の研 究報告書を参照 されたい。書

き言葉 であればこそ多 く見 られ る と考え られ るものの中で、即時的文字チ

ャ ッ トに特徴的ではないか と想像 され るものにつ いては下線 を施 して例

を付 した。いずれ も筆者の主観ではあるが、7年 近 くにわたって文字チ ャ

ッ トによる英語対話演習 を指導 した結果である。その下線が施 されたポイ

ン トに基づ いて文字べ一スの対話演習にお ける指 導がな され るのが好 ま

しいもの と思われ る。

4.1文 字入力上の ミス

a)あ るべきものがない

1:コ ンマ脱落、2:疑 問符脱落、旦:ハ イフン脱落 、A:ア ポ

ストロフィ直後のsの 脱落(That'good.)、5:コ ンマの後にスペースを空けな

い、6:ピ リオドの後にスペースを空けない、ヱ:2文 並列コンマもなし

b)な いはずのものがある

1:ピ リオ ドの前にスペース、2:コ ンマの前にスペース、旦:語 中にスペー

ス(ltisnotgaod.)、4:動 詞句接続にコンマ、5:ピ リオド類のだぶり

 (so-so>soso)

is volcano island that's why there are a lot of hot spring)

(Japan
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c)取 違え

1:大 文字のかわりに小文字、2:節 頭小文字のかわりに大文字、3:文 頭大

文字のかわりに小文字、4.:小 文字のかわりに大文字 、5:コ ンマ

のかわりにピリオ ド、6:2文 並列=セ ミコロンのかわりにコンマ、7:調 べ

た表現の転記ミス、旦:ア ポストロフィのかわりにコンマ 、旦:

アポス トロフィがシングルのかわりにダブル

これ らはいずれ も書 き損 じによるものだが、下線 を施 した ものは、推敲

を伴 う提出物 としての英作文な どではまず見 られないものである。チ ャッ

トでこれ らが生起 して しま うのは、ま さにそれがキーボー ド入力に依存 し

ているか らであ り、発信者 の句読法 の不勉強 とい うわけではなく、入力 し

た本人 もその場では気がつかない ことが多いのであ る。

従 って これ らは放 っておけば繰 り返 される ミスであ り、授業の導入の段

階か らこの ような例 を示 し、意識 させ るべきであろ う。しか しなが ら相手

に発話の意 図が誤って伝 えられ るよ うな ミスではないので、過度 に警告 し

て萎縮 させ るべ きではない。

4.2文 法上の ミス

a)句 読法の誤 り

1:2文 並列コンマで接続、2:の 前でなく後にコンマ、3:sayの 後にカ

ンマなしで直接引用、4:の 後にコンマ

4.1で の誤 りは入力時の うっか りミスである可能性が高いのだが、こち

らは句読法の理解不足が原 因と思われ る。

b)冠 詞の誤り

i)不 定冠詞、1:可 算名詞単数形で不定冠詞脱落、2:不 可算名詞に不定冠詞、

.旦:固有名詞に不定冠詞

h)定 冠詞、1:定 冠詞の脱落、2:初 出名詞に定冠詞、3:余 計な定冠詞

hi)定 不定の取違え

ここでの2例 は、少 しで も推敲すれ ば発 見できるミスと思われ、 リアル

but

because

(ME too.)

(No,  I  didn,  t.  )

(Whars the matter with you?)

(I hear that you enter a Kyushu University)

the mercy killing is the identical with the murder.)

(I think
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タイムチャ ッ トだか らこそ人の 目に触れて しまった もの と言 えるだろ う。

チ ャッ ト授業での指導 としては、入力後送出す る前に一 目入力 した ものを

眺 め、違和感 がないか どうかをせめてチ ェックす るようにとい うことにな

ろ う。なお因みに、加算名詞単数形 での不定冠詞脱落 は、ミスな しの箇所

の方が少 ない くらいだが、推敲 の機会が保障 されている英作文 の提出課題

でも似た傾 向にある。冠詞は 日本語 にないために頻繁 に誤 ることとなる。

c)数 の誤 り

1:不 可算名詞の可算扱い、2:単 数形にすべし、3:複 数形にすべし、4:

形容詞の加算不可算の区別が修飾先名詞と合わない

数 に関す る不具合 も、リアル タイムチャッ トに限 らず書 き物一般に多々

見 られ る。これ も送信直前 のチェ ックで修正 されることが好 ま しい。数 に

よる形態の変化 も日本語にはないために誤 りを防止 しにくい。

d)品 詞の取違え

1:形 容詞のかわりに名詞、2 .:名 詞のかわ りに形容詞

、3:副 詞のかわりに形容詞、4:形 容詞のかわりに副詞、5:

名詞のかわりに動詞、旦:動 詞のかわ りに名詞

、ヱ:形 容詞のかわりに動詞

8:動 詞のかわりに形容詞、9:副 詞のかわりに名詞、10:名 詞

のかわりに過去分詞、11:形 容詞のかわりに過去分詞

品詞 の取違えは文法力不足が主原因だが、下線の項 目に関 しては同時チ

ャッ トが関係 してい ると考 えられ る。d2で は よ うな被修飾語

が欠如 し、d6で は のよ うな動詞 が欠如 し、d7で は

のかわ りにより短い動詞のfftを 使用 した もの と思われ、いずれ も短時間

で入力をす ませ よ うとい う焦 りのなせ る業 と考え られ る。

指導 としては、品詞 を意識 し、短 く切 り上げよ うとあわてない ように、

とい うことになろ う。

e)動 詞の形式の取違え

⊥:動 名詞のかわりに原形2:原 形のかわりに

動名詞、3:原 形のかわりに過去分詞、4:原 形のかわりに過去形、5:過 去

形のかわりに過去分詞、旦:現 在分詞のかわりに原形

educational.)

Ms.rom  seriously)

company),

contract

(It is good for

(I want to marriage with

(You must be fit our

purpose c

(You should stop make it!) ,

be fitting for

(I'm enjoy my campus
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、7:現 在分詞のかわりに過去形、8:現 在分詞のかわりに過去分詞、9:

過去分詞のかわりに原形 、10:過 去分詞のか

わりに現在分詞、11:動 名詞と不定詞toの 混在

動詞 の変化形 のかわ りに原形が使われ る誤 りは、リアルタイ ムの対話が

原因になってお り、短時間での入力を とあせ る中で、複雑 な形式 より原形

が無意識 に使 われ るもの と思われ る。逆に原形が正 しいのによ り複雑 な形

式が選 ばれているケース(e2,e3,e4)も あるが、それぞれ1つ か2つ の

例 しかなく、8例 あるe1や5例 あるe9よ り少ない。

従 って動詞が原形 で よいのか ど うかに留意す るよ うに指導す ることが

必要だ とい うことになる。

f)他 動自動の取違え

⊥:自 動詞を他動詞と取違え、2:他 動詞を自動詞と取違え

自動詞 を他動詞的に使用 した例が10あ るが、その うちの9つ が 「自動

詞+前 置詞」 の前置詞 を飛ば した例 であ り、

無意識 に語数 を節約 したのではないだろ うか。逆に他動詞 を 自動詞的 に使

用 した例は3つ しかな く、それ も前置詞 を加 えた例 は1つ だけ

で、残 る2例 は

を としたむ しろ語数節約

の例 である。

指導点 としては、これ らの誤 りをま とめてカバーす るものではないが、

前置詞が脱落 していないか どうかに注意す るとい うことになるであ ろ う。

g)代 用表現の誤り

1:thereを 代名詞と捉える、2:0ne関 係の誤用、3:動 詞句代用表現の誤用、

4:副 詞類代用表現の脱落、5:人 称の混同、6:所 有形容詞の脱落、7:格

の混同、8:代 名詞をsで 複数形に、9:代 名詞をsで 所有形に、10:再 帰形

の誤用、11:代 用表現のだぶり、12:状 況のitの誤用、13:指 示の誤 り、14:

人称代名詞の語順の誤り

の2つ

が語 の脱落 で語数節約の結果 になってお り、リアル タイムチ ャッ トでの誤

life!)

seldom telephone to me.)

(Have you ever have a sushi?)

 revise, make ourselves  a t home 

(So he returns his town.)

(So they

it should be revised it should

make at home

g4 (A famous teacher teach in Tokyo univerusity, so I want to go.) ,

g6 (I was wandering around alone and I visited friend's shops.)
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りの例に見 えるが、推敲の機会がある作文課題 でも同様の誤 りが よく見 ら

れ るため、 同時対話に特化 された注意点 とは言えない よ うにも思 う。

h)疑 問文の誤り

1:疑 問詞選択の誤 り、2:doの 脱落、3:付 加疑問の誤 り、4:間 接疑問を

主節疑問文と同型にする誤り、5:wh移 動の欠如、6:doの 過多、7:助 動

詞と本動詞で過去形がだぶる、8:助 動詞でなく本動詞が過去形を担う誤 り、

9:主 語のだぶり

いずれ もライテ ィングー般 に観察 され る誤 りのよ うに思 われ るがh9

(vail7youbeyouhappy.1だ}す は提出 された作文課題 で見た ことがない。

しか し1例 だけのことで もあ り、特に指導ポイ ン トとして注 目すべ きこ と

でもない ように思われ る。

i)態 の誤り

1:受 動態のかわりに能動態、2:能 動態のかわりに受動態、3:自 動詞を受

動態に、4:受 動態の誤用、5:byの 脱落

は、能動態 よ りも受動

態の方が形態上複雑なので、受動態であるべ きところを能動態 とし、ある

意味で節約 をはかったために生 じる誤 りであると考 えられ る。9例 を数 え

るので、注意 を喚起すべき点であろ う。

」)相 の誤り

⊥:完 了形にすべし、2:過 去基準時のない過去完了形、3:bθenとgonθ

k)時 制の誤り

1:過 去形のかわりに現在形、2:現 在形のかわりに過去形、3:主 節と従属

節の時制が反対

も9例 を数 え、注意 喚起が必要

と考 えられ る。完了形は現在形 に比べて複雑であるため、現在形の方があ

る意味で節約 になる。 も13

例 を数 え、j1と 同様で ある と考 えられ る。

1)補 文標識の誤り

 it (this is a tool which use for removing hair.)

j 1 (My mother becomes seriously ill.)

kl (When I went to suburb, I'm very tired.)
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1:whatとthatの 取違 え、2:必 要 なthatの 脱 落

m)仮 定法の誤 り

1:片 方 の動詞 が仮 定法 でない 、2:仮 定法 に してい ない 、3:仮 定法 の必要

がな い、4:過 去 ・過 去完 了の取違 え

n)語 順 の誤 り

1:副 詞 の位置 、2:人 称 代名詞 、3:否 定辞の位 置 、4:形 容詞 、5:修 飾

被 修飾

o)極 性 の誤 り

1:肯 定否 定の取違 え、2:tooとeitherの 取違 え、3:否 定極性 要素 の肯定

文で の使 用、4:yesとnoの 取違 え、5:notとnoの 取違 え

p)関 係節 の誤 り

1:人 称代名 詞 を先行 詞 に、2:余 計 な

、3:余 計な前 置詞

、4:関 係 詞 の品詞 の誤 り、5:主 格 関係 詞 の省 略

これ らは ライ テ ィ ン グ ー 般 で 観 察 され る 不 具 合 で あ る の で 、チ ャ ッ ト対

話 で の 指 導 ポ イ ン トと は 言 え な い 。仮 定 法 は 学 生 に と っ て 鬼 門 の 一 っ で あ

る。too,!'eitherの 取 違 え は 目立 つ 。

q)比 較の誤 り

1:比 較級 タイ プの取違 え、2:二 重比較 級、3:二 重 最上級 、4:誤 っ

作 り損 ない6:比 較級 に定冠詞

7:the+比 較級 の誤用 、8:比 較級 のない 比較

9:比 較級 をsoで 修飾 、10:形容詞 と副詞 の取違s

比 較 も 鬼 門 で 、 様 々 の 誤 り が 見 ら れ る 。q1で は 比 較 級 を す べ て

more/most型 と し て お り、過 剰 な 単 純 化 に よ る 一 種 の 節 約 の ケ ー ス に も 見

え る が 、 逆 に 二 重 比 較 級 も

見 られ る の で 、 単 に 混 乱 して い る だ け と い う見 方 の 方 が 合 っ て い る 。

r)存 在 文の誤 り

1:固 有名詞 に使 用、2:thereとthatの 取違 え

s)使 役 の誤 り

we think.)

 drawing.)

what(So China grows up less than what

(This is a tool with which use for writing or

. more

than (And the wagon can take the person more than the sedan.) , 5 : better

than (Ilike better summer than winter.) ,

(Ilike the cold than the heat.)

(We must make profit more.)

(Surely, but that school is more stronger.)
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1:完 了形と取違え(Ihavesto7enmyearyesterday.b、2:使 役動詞の選択

の誤り

これ らもチャ ッ トに限 ったこ とではない。

t)脱 落

1:SVOの0、21SVOCのC、3:SVOOの0、4:SVCのC、5:

意志未来の

本動詞10:主 格関係代名詞

、ユ2:前置詞目的語

坦:前 置詞 旦:本 動詞

、15:名 詞、16:3単 現のs、

17:不 定詞to、L8:受 動態のby

、20:比 較級形態素

ここまで見 てきたことか らす ると、脱落はチャ ッ トでの誤 りと呼ぶにふ

さわ しい もので あるが、動詞の下位 範疇化な どに留意 させ るのは意味のあ

る指導であろ う。但 し、ひ とつひ とつのケースがチ ャッ トの特徴 と言える

か とい うと、そ う言えるのは うっか りミスも甚だ しい上記下線 の ものと本

稿では考 えてお く。下線以外 は、書き物一般 で観察 され る。

U)不 完全文

これ はチャ ッ トな らではであろ う。推敲すれば真 っ先に気がつ くよ うな

不具合である。

v)重 複

1:決 定詞

2.:接 続表現

v1は チ ャッ トに限ったことではな く、文法の知識不足によるものであ

るが、v2は 注意すれば避 け られ るミスである。

will, 6 : let's  (I  often cook by myself. - Sounds good! Cook together

next time!!) , 7 : some/any (But, I don't go abroad now. Do you know other 

way?) , 8 : so (I think other classes is very boring. Do you think? ) , 9 :

do (all we have to is to learn ethics.) ,

your name?)

It's too inconvenient.) ,

,11:be(What

(I want to live in the country - I don't live in.

(Please come my hospital.) ,

(Japan should all her heart into making peace.)

a(n) (I like a active person.) 

Sinkansen.)

(Capital will be visited many people.) , 19 :

(Do you know how hard to grow rice?)

(Because it is fast than

(A Softbank's game is more interesting than an Avispa's game.) ,

(Even though if we go there taking so long time, we must be

tired even before we get there.)
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w)余 計

⊥:前 置 言

、旦:動 詞

補文標 識4:3単

現 のs、 旦:不 定詞 旦:letll直 後 の

4を 除 け ば 、 これ ら は チ ャ ッ トな らで は の 混 乱 で あ ろ う。

x)取 違 え

1:beとhave、2:beと 動作動詞 、3:動 作 と状態 、4:be動 詞 とdo動 詞

と

と

y)doの 誤 用

単 純 ミス で あ り、チ ャ ッ トだ か ら こ そ と 見 え る の だ が 、 実 は 推 敲 し て も

な か な か 直 ら な い 。 特 にOuroffieeisasoeiableatmosphere。 の よ う な

haveの か わ りにbeを 用 い る 例 は よ く見 られ る。 しか し4-6は あ ま りに ひ

ど く 、 チ ャ ッ トの 即 時 性 が 災 い し た 例 と言 え よ う。

z)そ の他

1:beOf+抽 象名 詞 のOf脱 落 、2:the+形 容詞 を単数 の存在 に使用 、3:固

有名詞 の普 通名 詞化 の誤 り、4:従 属節 の誤 った独 立 、5:無 理 な等位構 造

6:無 理 な

文 、7:内 容節 の作 り損 ない 、8:命 令文 の作 り損 ない 、9:譲 歩文 の作 り損

ない、辺:繰 上 げ構 文 の作 り損 なし

11:構 文混 合

z5,z13と も ひ どい 誤 りで 、 推 敲 を少 しで もす れ ば こ うは な ら な い と 思

わ れ る 。

4.3語 法 上 の ミ ス

抽 出 され た 誤 り は 、93の 個 別 語 彙 の 語 法 、 時 刻 表 記 、 前 置 詞 の 選 択 に

 easily)

 (People who have about some abilities, professors teach them

(It is important how to live is ,not living a longtime.) , 3 :

(So,do you know that the reason the father got angry?) ,

to (I want to it.) ,

(Do they good?) , 5 : still

-ing (OK!! Let's talking')

till (Can not you wait to have it still you are enter

the junior high school) , 6 : answer

question.)

ask (Thank you for asking my

only send and call e-meils to my friends and my families.) ,

that Japan is week.) ,

nerve and muscle than women.)

(I

tough

 (If Japan insists on peace, Japan seems

(I think the man who have less motor
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関 す る誤 り で 、 い ず れ も間 違 っ て 覚 え て い る の が 原 因 と考 え られ 、チ ャ ッ

トの 即 時 性 に よ る も の で は な い 。

4.4ス ペ リ ン グ ミス

1:キ ー ボー ド配列 に よる ミス 、2:sの か わ りにo、3:e

のかわ りにs、4:分 か ち書 き、5:xxの かわ りにx、6:xの かわ りに.xzx、7:1

のかわ りにr.8:∬ のかわ りに ム9:音 をスペル に直結 、ユΩ:日 本語 読み(haigh

sca01>hihschooD、11:他 の語 か らの干渉 、12:ス ペ ルの入 換 え、13:黙 字 の削除 、

Lt:余 計(meeet>meet)、 矩:脱 落(re7aθd>re7atedi、16:脱 落+余 計 、17:母 音

字 交 替 、18:子 音 字 交 替 、19:tia7の か わ り にeia1、2旦:逆 行 同 化 的

(univereyty>universi'ty)、21:2語 融合 、22:活 用 ミス、23:そ の他

ス ペ リ ン グ ミ ス は ラ イ テ ィ ン グ 上 の ミ ス だ が 、少 な く と も 下 線 部5項 目

は チ ャ ッ トの 即 時 性 に 起 因 す る ケ ア レ ス ミス で あ る 。 しか し入 力 は 正 確 に

とい う以 外 に 指 導 方 法 は な さ そ うで あ る 。

4.5存 在 し な い 語 の創 出

とい う3つ の 例 が あ っ た 。い ず れ もそ

の 存 在 を 信 じ込 ん で い る な ら チ ャ ッ トに 限 られ た も の で は な い こ と に な

る が 、 リア ル タ イ ム チ ャ ッ トの 重 圧 か ら と っ さに 思 い つ い た も の で あ る 可

能 性 も あ り、 判 別 が つ か な い 。

4.6英 語 の ぎ こ ち な さ

1:文 全体 の繰返 し 、2:句 の繰

返 し3:日

本語 を引用符 を使用せ ずそ のま ま使 用、4:副 詞類 の位置 、5:副 詞 の位 置、6:形

容詞 句の位置 、7:ぎ こちない

受身 、8:何 で もmakθ9:同 族 目的語の

誤 り、10:2次 述語 とすべ し、11:抽 象 名詞 を所有形 に、12:吻 節 のかわ りにthat

節、13:無 理 な構文 、14:理 解 に時 間がか か る、15:語 の選択 に難i

これ らは チ ャ ッ トだ か ら と い う も の で は な い 。

(shoulsers>shoulders)

 unconvenient, beated, mismark

(I often go to Ippudo. - I often go to Ippudo, too.)

(did you went to Kyudai Festival? - Yes,I enjoyed Kyudai Festival.) ,

(I agree that they go to strong school in baseball.)

(Was it difficult to make buildings?) ,
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4.7日 本 語 か ら の 干 渉

日 本 語 か ら の 母 語 干 渉 に よ る ミ ス が あ る が 、 こ れ は 無 知 が 原 因 な の で 、

チ ャ ッ ト が リ ア ル タ イ ム だ か ら よ り 誤 り や す い と い う こ と で は な い よ う

に 思 わ れ る 。

a)和 製 英 語

b)直 訳

1:し た い と思 う

2:目 的 地3:は や い(But

airplaneisearlier)、4:行 く(Butwecan'tgobyp.m.12.)、5:今 日は …

だ(BeeausetodayisNihonseries!7)、6:ど うい う意 味(PVhatmeaning2)、

7:悪 い の は お 前 だ(Wrongisyou!)、8:し に 行 く(Wouldyougotoapologr●zing

himwithme2)、9:今 か ら(Let'sapologizeinearnest!一 乃romnowon2)、

10:な ぜ な ら(because直 後 に カ ン マ)、11:教 え る(Wemusttθachchildren

thathemustn'tanswerastrangerwhenheissワokenbyone.)、12:受 け る

(1「eceivea70toflessons.ForexampleEnglishandChihease.)、13:の た め

に(SohθwenttoOnigashimabecauseofgettingn'dofdemons.)、14:大 事 に

(1important!yuseit.)、15:に よ っ て は(Aeeordingtothep7ace,thθchargeis

free.)、16:知 らな い 人(lthinktalkingtoapersonwhodoesn'tknowisgood.)、

17:中 を とっ て ¢Let'stakeamongandmakeittoeightdays.)、18:ブ ラ ン ド

も の(butfamousbrand'sthingsareexpenSl've.)

c)そ の他

1:テ イ ル=存 在 動 詞 を 進 行 形 に(BOfore"Do';"PV7hat"isewisting.)、2:「 ～

に 」+他 動 詞(ButTaroapproaehedtoher)、3:quietとSi7ent.4:teacher

(Myteaeher,Iwanttotakeanexaminationfore・shuuniversity)、5:「 将 来 」

(lthinkyouwr71findagoodpa」rtnerfuture.)、6:の 頃 か ら(Youdon'tehange

fromwカenyouwerestudent.)、7:常 識

誤 解 を 招 き そ う な 内 容 の も の 、何 の 誤 り か 判 別 の つ か な い も の も あ っ た

が 、 紙 面 等 の 都 合 で 割 愛 し た 。

(I think we should make game center.)

(Do you think that you want to play soccer in high school?)  ,

(It takes you to your purpose point at once.)

(In my home town,  Docomo's

cellphones only catch the radio wave. - I don't know today's cellphone has 

such function. - It's common sense.)
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5ま とめ

リアル タイムで文字 チ ャッ トを交わ した場合 に発生 した英文の不具合

の類別 をはか り、またその中か ら即時的チャ ッ トであるか らこそ生 じやす

い ものを抜 き出 し、文字チャ ッ トを利用 した英語対話演習授業での指導ポ

イ ン トを探 った。

参考文献:の 「論文」を参照 http://vvww.flc.kyushu-u.acjp/—yubun/index.htm


